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本湖は明瞭に外 水鰰 阯 主淞 1紛 れ て ゐ る （鋤 勵 。 外 水路は海へ の 1｝｝1・tl・asに 3，6　m を算

す る最深點があ り ， 底質は砂 に細礫を焜 じ ， 之 よ り上流 に 向っ て次第に 淺 く lm 乃至 1．5 を

渤 勵 醜 嵌 細 ・の 沈積が 勵 睡す る ． 主舩 脳 漉 く一撒 平坦 で α 5甸 ，至 0．7m
の 氷 深 を示 レ 水底は泥質で 粗殘滓 を含む次羯色の鷹植骸泥 Dy　gyttja の 沈澱が見 られ る 。

三セ湖盆 と外水路 は 3 つ の 短水路で 逑 り ， こ の 蔀分はほ L’ 外水路と等深 で ある。水 巾大型植物と

して は 主湖盆に ヒ シ ．
ヒ ロ バ ノ エ ビ モ

，
SpcvrganiuJn　sp ．等l　i繁茂 し ， 外水路め高鹹部には オ ，

ゴ ノ リが芳干見Illされ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

　湖水 の 理化學的性欺は第 9表 に概示す S」 。　　　
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0．016mg 〃 P

餬 楸 は鐘 の 腐襭 始 む爲馳 を呈 し 1 鰓 原に eaま糠 欄 飆 最 も醂 榮tSIE，th；nc
んで ゐ る 。 こ の 事 は生物 tCl利 llSせ らる 1 榮養物質の 貧困を來 し ， 叉湖盆が甚だ淺い に もか N は

らす ， 水 の 酸性化 ， 溶存酸素の 減耗 を起 し易 く ， こ の棲斯に於け る動物の 生活に對 し重要なる

制鞭 因 拷 へ られ る ・ 次に鹹度は ・ 櫞 が灘 糊 ・
醐 の變化は鍵 し、鰥 度鳳 廠 厩

は
｝

致t「“ ・ 触 路の絆 瀚 深度 1・5m の 臓 迄全 く淡水蹤 は れて ゐた ． 主槻 ではそ
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　 2e8 　 　 　 　 　 　 朝 比 奈
’
英 三

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 屮

　 の湖 冂 附近 は外水路 の 水質 の 影響で 遊だ し く低鹹化 して ゐ るが奥部は
一・t般 に C！40〜100mg ノガ

　 で
， 恐 らく嘗て 侵入 した高鹹永の底泥中よ りの 囘歸が輿つ て 力ある もの で あ らう　（朝比奈

’42

　1」參照 ）。　　　　、　　　　　　　
「1訌

．　　 、　、　　　 丶．　　　．　　　 、　　　　 ．　
冒
　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶

　 2・ 底
h

棲 動 ・物 　　・
．　　　　　 ．

「
　　　　　

、

　　A 勧 物 相 　 　 　 　 　 ． ．　
1
．
．
　 　 　 　 　 ，

　 a ） 双 翅F1昆蟲 外水路 で は僅か 2 種の ユ ス リカ幼蟲が 現はれるの み で あるが ， 主湖盆で は約

　 」伽 種 を數へ る 。 殆 ん ど總て が濫岸淺底産の廣汎榮養性種で環境に對す る標式腫は 醜 　
’
etobhirb −　　 、

　 7LOj ）llls の …・種 を除 い て は不明瞭で ある 。

　
ノ
　Chlronomid 訊e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　 　 　 Chironominae

　　　　 7加 Lμα帽 鰯 　　　　　　　　 ・

　　　　　　　跏 ψ 醐 ，，． （Greg。，i驫 ）　 　
． ’

　　　　　　　 1  γ」伽 己〃ごαrδ鰡 Sp ・
’
（Atte島 eo 型）　　 ．　　 ・

　 　 　 　 ChirOnomits

　　　　　　　 σゐ：
ron ．otntis　sp ．　　　．

　　　　　　　 （コryplochironomus 　Sp 。

　　　　　　　 Ct．vpt・’8 π吻 餡 sp ．

　　　　　　　 StictochiroitomTis　sp ．
ゆ

　　　　　　　 凸 物 《瞭 融肌 Sp・　 ．　　　　 ．・
　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　

」
．　．

　 　 　 Orthocladiinae

　　　　 tElpanieto）ttα s炉．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
「

　 　 　 　 　 　
、

　　　 Ta 町 podinae 　　　
卩
　　　

1

　　　　　　 ．　　　　　　　 曽　　　　　　　　　　
’
　　　　　 曾

　　　　・　Ta・g・s．　sp ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

−

　　 Cerat
ρpogonidae　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　

．
　 一

　　　　 ．B睇 伽 Sp．

ahirono｝ntas 　（sens ．・t・・）e・・n腮嶽 くw・1・．色の ・・勦 （麟 幼蟲 ・・ m ）1種 で ，、之 ・同房
　 の が 北千島占守乕の 紙鹹な濕水湖別neVBで も 1m 以深の み に 分布 して ゐた故恐 らく好鹹性の も

　 の で あ らう ・
（姻   姥・・・… 撚 に は 鰍 蔽 も多蜘 られ て ゐ る （K ・ V・誠  

’33）
’
が ， 本

　 湖の もの は北海道の 淡水域に普遜な 1種と形態的に な扣異が ない 。 外水路部に 産す るi ス リカ

　 は本種と Sti　t・cfiiroh ・；）ttas の み で ，

’
前膏は淡水域に 限 られるが ，後者は Cl　4・12　gft を測 る高

　 鹹水 中に得 られ甚だ輿味深v ・
。 鹹永産 ユ ス リカ幼轟と して は C ｛unioninae 及 Pt　Orthocladiinae

’

の もの 縄 だ多 Ullられて ゐ るが ， 少 くと 訛 黼 嚇 纎 で 得 られt・・S の で ‘ま
， 琳 融て

　
’
が Chironomi囗 aE 　1こ　Stしi 且從來言臓 された本州海岸 の 鹹水種と も一二

致 しない 據 で ある （TQ κu−

　 NAGA ’36 參照）。

』
それらの 中で も Stictochirono，nus は最 も高咳水中に現はれ ， Cl　49！4近い 嵐

　 永中に しぼしば得 られ て ゐ る （第 10表）。
VALLe （

’27）に依れば本亞 屬の幼蟲は甚だ廣鵜榮養性
・’（r’　， 極撒 齢 酸素哦 瀧 脚 て は樋 噸 境懈 燭 す る聽 幅 甚だ 強い が ｝北欧璽

　嬾 養椒 驕 植粲rsneの 砂 敵 多も 愾水域炒 は未だ知 られて．るない 諦 見國で は北稿 山”

　罰 の 巾榮養湖で 泓 h！
’
Strio 群の 優占が 報ずられて ゐ る が （M 匚YADI ’37）。 漁水産の もの とは明

　　らかに 別椪である 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s
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第 10 表　　北海道 の 汽水産ユ ス リカ幼鑞わ

幼 蟲　 1 探 集 ：　 地

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

1 底
轟

水 1 採 集 渚

夢

、．　°
ナ丿

Sict（xntro ，tO潸 郡 sp ．　 、
　 　 　 　 〃

θ’ypUtcn‘’‘pm　sp ，

．oゐ晒 聊 と↑侶 Pゆ 贓 爵 ）

　　　　，，　　
’

藻 琴 沼 ， 北 見 　 V ｛38

厚 岸 湖 ， 釧 路 　 v【’42

天藍川河口 ， 天鹽　　K ’39

網 走 湖 i 北 見 　 珊 ’37

濤 沸 沼 ，北 見 　 X ’41

　 　 3．31

　 　 3。go

　 　 1．14

・　 ＞2．60

　 　 3ユ 2

1） C且1 窪lt以上 の潔水中に出現ぜ しもの 、 み を羃 ぐ，

2） foTma　set7iire（lttCtus
，
LaNz 　 t 思はれ る短血腮久に無血腮型。

3）　U 麁N（，，M ．1938 一
參照．

朝　　比　　奈

　 　 　 〃 　　　　　　　　 ・

　 　 　 〃

嗣

奈
゜

比

上

朝

　atyptetendlpesは 北海迸で は最 も普通な漁水域の P ・ス リカ で ｝ そ の 多酸素性 と食性の 爲水草

帶に集まつ て ゐ る 。 之等 ユ ス リカ 亜科の もの もの は何れ も密匪が少 な く ，
50〜 100／ml 程度で

あつ たが 、 下記の 3 種は 300NsCOImt に逵 した 。 その 中、了bPl9岬 は最 も優れ 1出現頻底 も

Be29，
’
a に 吹 ぎ ， 常に SteeiO！liStraと”lfl：つ て 現はれた 。

　Beca：a 群の ヌ カカ幼蟲は Cl　6　g！露程

度の 鹹永域 に棲む種が あるが （TfllE｝“EMANN ”36），本湖 の もの は淡水小瀦水 に も．・しば しば現 は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
れ る大型 （成熟幼蟲 llmm ）な幼蟲で 虫湖盆内の 分布は最 も普遍的で ある 。　　　　　　　　 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　 ！

b） 甲　殼 類

　．Neospゐaeroma 　oregenenst
’
s （D 州 A ）

　 Iiamak α　ゐ蟹‘乃α召　DERSHAvm

微少 なる Corophidaeの K7amajLaは オ ホ 冖 ツ ク齢 岸に廣 く分布 」 我邦で は南樺太及び 南

島千島地方 の み よ り知 られて ゐた もの で あるが （U軸 0 ’36），北海道で は本湖で始 め て 得 られ 茜

後厚岸湖で も採榮 された
．
（朝比奈

’42　b）。 本種は甚驚低鹹度棲の 愾水種で ， 淡水湖の海跡龝と

して知 られ1，
ClO ．59 ！1 以下 の 鹹度の 水中に 現はれ るの が常で

， 本湖内の 分布 も低鹸部に限 ら

れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

の 貝 　
’
類 ． 　 　

で
　 　 　 　

’

｛】・rbinda 丿卿 ｝重加 PR πM £ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「「　 　 亀．

　Lt
’
η ｝？en 　sp ，

　Assiminea　septentrienalis 　HABE

　SZetiothyra　e　logatCUiSis（YOKoyAMA ）

伽 物 面 の 分布 は殆ん ど外水路部に限 られ ， Limnea は主湖盆 の 奥部に僅少現 はれ る 。 瀞

S；mitlea の 生睡は 1個 も得られなか つ たが 5 中鹹度棲愾水種で ある こ の 貝の 死穀が主湖盆の 奥

部に殘存 してゐ た事實は甚だ興味深v ・
。

ぶ勧 zo ’勿鷁 は既に湧洞潤の 場合に蓮 べ た如 く ， 輩だ低

鹸な愾水を好み ， 建 々 淡水中に も見HSされるが ， 多少な りと も漁水の 影響する水域に限 られる 。

本湖圭湖盆 で は 茄 瀏 α 酬 醜 に次 ぐ優占種 で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9
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十 勝 海 岸 湖 の 底 棲 動 物 fi 2皿

Dimnoclr；litsは汎鹹度｛盟三の 淡永難 として 知 られ ，
Frische　H 　aff 等で は L．　tt（lehemianusを主と

する貧毛類が低鹹部に優占す る （Lu）qDBECK
’35）。 本湖で も主湖盆の ミ ・ ズ は總て本麗の もの

’
で密度 も 1377／mE に逹す る優占種で あ る。

P

B　壥境に よ愚轟聚の塑化

外水鄰 と捌 魁 は その 礁 誠 質淑 質等が相當異る爲 ， その 艘 滌 に も纈著な差異

が認 めちれ る （第 ・俵 ）． 90SFfitiな研 水路で 賭 んど 伽 ‘・1・ア・ a・・N ・… i・　 o
’
み よ 贓 り ・

先全に 轍 猷 鷹 徽 簾 水励 滌 型であ でが は 齢 纐 な 瀰 儲 の S−llivama｛g−te

少 V・。 主湖盆に 入 る と泥質 となる爲環蟲類 の 密度は嫐 jllナる が外水 路よ b侵入 した上 記租の 分

布 は水 の 低鹹化 の 爲湖 ロ附近に 限 られ ，水草の 繁茂 と骸 氾の 沈殯力  小卷貝 ．
Ste）tetltyrα と コース

リ カ幼蟲の 多産を齎 らして ゐる 。

　　　　　　hS　12 表 　生花萌潔 F ・i・cl・e　 1［・iff の 厳 滌 の Uts£ 　9isth） の比 較

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　 生　イE　苗　沼　IX 　
’4ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frisclle　】Irし

「i
　III　

／26

　　　　B ・… 　 1・ t1・・… hann・l　i… … 司 　 　 … n ・ ・・…

… 一 ・・h醐 ・・ml 　 sa ・d 　 　 　 　 　 　 　 l − ・

一 一 ・ 1… c… h ・ ・i・・e ・1… 巨・e ・h ・ ・i・ ・伽 1・・ 1… 一 ・・1・ 囲 ・ ・

　 　 Chironomidae ？＞

　　 01アgochae ［aS ）

　 　 湖 r廟

　 　 Mollusca

　　 （至lydro1｝iidae）
！
　　　 0 匙her　 anima ！

14．62

．116

．662

．5

ω

4．2

31．524

．0

　 9．4

　 15．6

（亅39）

　 19．5

32．4M

．e

　 o13

．6
’

（8．0）

　 十

44．816

，7

　 0，238

．1

（32，5）

　 0，2

　 3ユ

　 5．0

　20．0

　 71．9

（54．6）

　 　 0

36．432A

　 　 O28

．9

（  ・3）

　 2．3

f
’
reta！nuenber ／・∩2 ・3明 1140137e 」 130751 578 2M8

SVeight　g／■
t　　　　　　　　．　　　　羽 2，　　　　　　　5 ．9 　　　　　15，0　　　　　21．S　　　　　　　　16．8　　　　　　7．g

（酬 喇 　 　 　 　 （281．8）
’

（3．0）　 （8．0｝　 （8・3）　 　 α2・2）　 （1・2）

（Oth ・ ・s）　 　 　 　 　 〈e．4）　 　 （2．9）　 （7．0）　 （13・5）　 　 94・6）　 （6・7）

　 　 1）　Cl　3 霧μ 内 外

　　 2）　Ceratepogo”idae を
・含む

　 　 3）　 1｝imnodritmsを圭 ε す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　か S る型の 群聚 は バ ル ト海辮岸の 淺 く低鹹な愾水域に しば しほ見 られるの で 」 内陸の 淡水 湖

に比 しユ ス リカ幼蟲に對 す る貧毛類の 割合が多 く ， 之 に俘つ て現はれ る貝類の 質及び量は その

水域の 鹸度に 從つ て變化 して ゐる 。 今鼓に その 代表者 の 一つ で あ る Frische　Haff の 群聚 り
と本

澗の それ とを比較 す る と第 12 表 の 如 く甚だ興味深｝ハ結果と なる 。 印ち高鹸な外水路部の 群聚

は FTische　H 　aff の バ ル ト海水流入城の それ と酷似1し，只その 員類が北歐に産 しない （lorbicula

で ある點に 特微があ る 。 低馘な主湖盆 で は湖 ロ附近は Haffの 淡鹹混合水域 に近 く ， 奥部は淡

水域 に性質が似て ゐ る の で ， そ の 双方 に類似 した群聚 をもつ てゐ 為

　 真）　　T．VNDIECK 　
’35　t二依 るo

♪」工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　齟　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
　　　　　　／・　　　　F　　　　　　　　　　　　

、
　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 噛　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 ●

　　 　　 　1　　　　　　　　　　　　　　　　　
”

　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

　　　　　2・2 　 　
’

　 　 、　 朝 比 奈 英 三 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　c 生 産 量 　 　 、　 　 「　 　
’・

　　　　　　
一
般に 砂鄰 が鑽 部よ りも生産溯 るの は鰍 の 通例で あ つ ・

，

’

輔 で 嚇 綿 鋤物

　　　　　分囎 度 眼 尠 な叫 大型 な Uorbiettlaを滌 の 主蝋 け る髄 量鯲 て は 28・、！。
・

を
・

　　　　　
越 へ

・ 臟 を除外 して も 7° ・！・
’

と鯱 され る註 瀚   分糖 度は ， 礫 噸 似した鋼

　　　　　．
の M °llV’ca 型働 湖 （Mly ＾・・

’32）眦 較すれば卸 が 、 淺 鹸 臓 と して は大で あるとは

　　　　　
・融 難 く・ 撫 聯 ・於て はや うや く鞠 鞠 mB （脱殼重〔飛 3．5　g！m

’

） を耡 ・灑 ない
． 。　 、

　　　　　
こ の 姻 の 一

つ は明 ら旅 溯水の as”ienes化に姻 す る もの 島 へ らt・ ， 北髄 の 鰕 嫌 水 1
　　　　　湖 に し．ば しば見 られる と こ ろで ある 。

J　　 亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI 長 節 沼 と ホ ロ カヤ ン ・ ト 鞠

　　　　　
・長醐 の 踏塑 昭和 B 年 5 月 17・Mc 行つ たが ， 定勤 探集が不充分繊 鵬 伽 とその ，．

、　　　 環璋を概遠す る に 止 め る
。

t
・　　　

”’
　　　　 ．

　　　　　　燃 鰥 度
’
… 隈 迄 は 黼 色の 鯤 で

「
鶴 鹹 覦 磁 となる課 淺部1、 は ，切 身

　　　　　
ヒ ゲ モ 及 ナ ガ バ

厚 ビ モ が 難 して ゐる ・ 罰蹶 賦 馳 に 溷濁し獅 の 水 m15 ．1・ c （鰓

　　　　．
132 ℃ ）・ ・H λ1諮 儻 讖 7・te・／t（96％）・　Cl　1441　m ・！lで あつ fc．鰍 滌 は幅 皰 　 ．

　　　　　
の

轡 型で
・ 貝勲 擁 し・ ・ α 痴 翫 砌 励 ・ と 紬 融 紹 吻 黼 ・醐 に 骸 され ，

．
　

一

　　　　
・祕 c蹴 α ゐα瓶 α ・甲 血 幡 舳 も少 なか らす ・・s・enbthy ・・　edogatvensi ・ も得 られ ，．多毛環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　el

　　　　　跏 で は 恥 ・ド・ 洳 ・脇 畷 美riで は A ・isogatmnα rtts　 k．ygi“
．
・V… pltaec

‘e？na 　 aregh ，ieiisis
，

　　　　　
伽 乃蜘 sp・等が棲息す る

・

「
燃 度 1m 附近 の 湖底 に櫨 録 唄 穀 の 1徽 を勸 たが 購

　　　　　帯型式 をなせ るや否 やは 明らか で ない 。

　　　　　　
ホ ロ カ ヤ ン ’卜一に就 い て は著者は未踏査で ある が ，昭和 13 年 2 月 241 ｛の M 田良禾民の

　　　　　氷蓋下 1唹 け るaVMTJ　1こ依れ ば
・澗 水 贓 画の 骸 CI　33．　mg ！t， 深度 25　m で

．
q 　85　mg1 」 を

　　　　　示す淡 水湖で あ つ た 。 附近の 漁民は本湖 に 於て もシ ジ ミ を漁獲 した と稱

’

して ゐ る 。

　　　　　　　　　　　
’

　 ．　　
VII 底 撰 動 物 に 依 る湖 沼 掣　　　　　　

』
　　 ，

　　　　　鰍 域の群聚型i・M ・・て 蹤 糟 北醐 i唹 磯 多の 研 究が 凝 れ て ゐ るが ， そ の 中 ， 海岸

　　　　 湖 の 底棲群聚 に對 して は バ ル ト海浩岸め潔水澗や
t‘

　Ilaff’
”

に 於て 最 も良 く調べ られ て ゐ る。

　　　　　しか し之等め海岸湖 は何れ も眞¢）海水 より遙に低鹹なバ ル トts水dc由來する愾水域で ある爲 ，

　　　　
一般に甚だ鹹度が低 く； 眞 の 意味の 漁水群聚は局所的に ILS　IA子る に 過 ぎす大部分は淡水域 よ り　 t’t　　　

’

　　　　
の 練 者で ある ユ 刈 力幼蟲が鮎 して ゐ る （W ・L…

’25
，
LUND ・E・K ’26 ’35，

　LE）1・ ！33）。

　　　　　我國の 海岸湖に は海水 の 影響を直接に受ける もめが甚だ多 く ， 毛れ らは バ ル ト浩海湖に比ず

　　　　t・雌 に 離 で あ り訊 禰 鷹 鹹砺 つ て も縣 紬 ・ よ り一醐 縞 靴 さ羅、る可能性 が

　　　　あ
．
る爲 ・ そ嗾 椥 驟 頗 鰍 猷 は滌 水髄 瀚 ・優占され 广 般 1・・貝鰍 び多獺 蜘

　　　　 1嘩 つ て 代表 され る ・

t）
而 して カ・ S6ff 聚は 黼 の 低鹹部や河 ・ の もの と類 白勺の差 は少な く

　　　　從來知 られた と ころで は舊北區 の 眷地に於て 甚だ1近似 した構成分子 を持つ もの で あ る。

　　　　　」・鱒 士は姻 海黼   毛類 が 跏   ・加 ・nica ．に優岬 れ る黷 功 ， か S る湖 を M 。1．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

−
　　　の　　　　　　　　　　 ．t

　　　　。 る：
’一勿黼 で も醐 ；海欄 響を受け る事嗽 黼 で il− ・ 鋤

幸
・ 鮎 ・ ・ 撫 見 ・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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十 腸 海 岸 湖 の 底 棲動 物 ］ 2匙3

　 　 タ

lu＄ca −Nercis型 と名付け （UENO ’38）， 後著者は 湖水 の 鹹度に從 つ て そ の 貝類中の 優占龝躯變

化す る事 よ り豫察的に 3 亜型 に 分けた （朝比 奈
’40）。EPち aerb：！eula −Jlydrobla亜型里パ CPr一

ゐ測 磁 蝋 唖 型 汲 び 助 ゐゴ唖 型 で あ つ て
・ 今蝋 そ の

一
i　 IV亅を反復す る事 雌 けうが ・

共後の 知見tcよれば最 も低麟な湖水 で あ る第
一の型で はそ の Hydrobiidae の標式種が 激θ 勘

thy7’a を圭とす る故 Corbe
’
eu ！a −Stenotltyi’

α 亜型 と稱 さるぺ く ， 叉最も高鹹な 第三 の 型では i

’

1’

apltia はむ しろ干 潟にそ の 最適環境をもつ 場合が多い 爲他の 優占後の 名 をと り 源幽 ’ηα
一Mya

亜型 と改める方み愛當で あ らう．。 而 して こ の 型 の 群聚 は 濕水湖 よ り海灣へ の 移行型 と考へ ら

れ う 水域の 高鹹化に 從び ， 貝類の 優占種は ］laeonLa→ 轟fyα → Bracl“ydonteSi　Mlteriitα 等に變

移 し ， 叉多毛類 の Nfre　is　2
’
appttiea は他の 廣汎鹸度性の 海産多毛類 （Capitellidae，　Glyceridae，・

等の 揚合が 多い ）に その 優位を讓 り ， 宮地博士 の 所謂張内灣型 の 海底群聚に 近似して 來る

くMiyAD ［
’4霊

， 宮地 及増井
’

杉）。

、しか しこ の 三 ケ の 亜 型は夫 々 綾雜な生活環境で あ る湖 を基準と した もの で あ つ て
， 必 す しも

單
一

の 群聚 を章味す る 君の で はな稜 。 例 へ ば 北見 の 藻琴沼の kuき異鹹湖で は ， 低鹹な淺部は

α 1而 側 ’α ， ］lacoma 及び 翫 讒 に 優占され る カ  高鹹な 深底で は α07
’bic2tlaを全 く缺き

Bracltydontes及び eapitelletit2tsに優占 され る。

　今之等の型 に從つて 十勝海岸湖 を分類 して 見 ると
ー
， 生花苛沼は α励 ‘（壇面 一SteJiethy尸a 亜型に

蝿 し ， 叢 しV ・淡水化 の 爲 aOt・b・”cula 及び A 「dreisの 分布は湖 冂附近に 限 らオL主湖盆は ユ ス リカ

幼蟲と貧毛環蟲類が 主要素となつ て ゐるカ  愾水貝 StenOthyi’a の 恒常的な幽現に よ り特色づ

肪 れて ゐ る
． 叉糖 道の ・ の 如 湖 1・億 しば見る姐 水嘱 鰈 測 匕灘 み底鋤 物の 生

産量はむ しろ少ない
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

．湧洞昭及 び長節沼は明 らか に ．α祕 伽 ’α 一］tacoma 亜 型で あるが ， 前者の 高鹹なる湖 水と軟泥

に富む淺き湖盆は廣汎鹹度性濕 水貝 α πμ面 の 佛産 を促 し ， 他 の 動物 に卓越 した分布密度 を示

して ゐ る 。 而 して こ の 型の 湖 の 常と して 強富榮養化 し ，

’
叉充分な る溶存驪類存在の 爲相當量 の

腐植水の 流 入が あつ て も生物の 生産 を非調和 な らしむる に 蚕 らす ， 底棲動物の 生産暈は著 しく

．大 きい
。　　　　　　　　　　 ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　VIII 摘　　　　 要

　　　 北海道十勝海岸の 四湖の 中 ， 虫 と して 湧洞沼及び生花薪沼に於ける底棲動物とその環境に就

　　 い て 述 ぺ た。 　　　　　　　　　　　　　　　　 tt　　　　　　　　　　　　
1
　　 ．・

　　 L　二 溯共に風に曝露 した 橇き湖盆 を持 ち s 湧洞沼は高鹹性乃至 中鹸性の 愾水域 ， 生花黹沼は

　　 外水路部は 中鹹性 ， 主湖盆は低鹹性の 猷水域で ある 。

　　 2・ 湧洞沼の 底棲動物は ，

　　　
A
　少 くとも 22種以．与蓼以 て構成 され ， その 中貝類が蛙に於て卓越 し 85％ 以上 を肖め る 。

　　　 叉 こ の 中に は 2 種 の 本邦未記録種 と ， 海産三 岐蟲類の 1新樋を含む 。

、　　 B　 環境に對 して は ，
8種 の 眞灘水種 ，

10 龝 の 好愾水種 ，
4種 の 外來愾水種が認め られ る。　

畳

　　　 最深部の 群聚は籏汎酸素性種の み より域る 。 但 し觀測時IC於け る底居水の 溶存酸素｝‡殆んど

　　　減耗 を示 して なV ・
。 内棲動物の 多 くは甚だ低鹹域に迄侵入 して 勾る 。 溶存石家最の 多V ・湖盆 ：

　　　 には貝殼の 殘存景が多い が ， 生貝の ‘k熊最は必すしも哮に作はなV ・

。

， の

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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2t4 朝　 比　 奈　 英　 三

　　　C　大部分 の 多酸素性種 は線色 植物麗 に 多 く ， 廣汎酸 素性種 で it　j 高鹹度棲種は深底 に低鹹

　　　度棲種 は淺底に 集 まる 。 砂泥質 の 線色植物區 は最 も生 塵 に 富み ， 粗砂 質部は最 も劣 る 。 砂 質

　　　部の 動物分布密度は一般に 少 な恥が ， 生 産重 量は む しろ大 きv ・
。 之 は こ の 底質 を好 む Uor一

　　　伽 磁 が 地の 動物に比 し大型 な るに依 る。　　　　　　　　　　 ・

　　　1） 鹹度は動物の 質的水 畢分布に對 して 最 も影響が 大 きい が ， 量 的の 分布 に は著 しい 變化 を

　　　輿 へ ない 。 下部湖 盆で は模 式的 な富榮養淡水湖で 見 られ る如 き垂 直分布檬式が 見 られ ， 之 は

　　　明 らか に水質の 成暦 に 起因す る もの で あ る 。 叉 この 澗 底に は所 謂貝殻帶が 發逹 して ゐ る 。

　　　E 　 生塵量は上 部湖 盆 が 最大で 他の 湖盆 は 遙に 劣る 。 全 湖内 7F 均 の 分布密度は 4328，fm2　，重

　　　量は 135．2g ！mE （脱殻重 量 40．6　g！m2 ） に逵 し、我 國 の 湖 で は第
一流 に位す る 。 而 して 貝類

　　　が そ の 大部分 を占 め ， 他の 動物の 重 量は 3％ 内外に 過 ぎな い
。

　　3． 生 花苗澹 の 底棲動物は ， 　 　
．
　 　 　 　 　 　 　

．
　 　 　 　 　 、，

　　　A 　外水 路部 と主潮盆 の 環境が 明瞭に 異 る爲 ， そ の 群 聚は顯著な變化を示 す 。皀卩ち高鹹な る

　　　外水路部は α棚 醒 α と 蕊 麟 5 に 代表 され る標準的 な愾 水棲群聚で あ るが ， 低鰄 な主湖盆

　　　で は ユ ス リカ 幼蟲 と貧毛 環蟲類が 優占 し ， 淡水 域 の 鴛 聚 に近 づ く。

　　　3　分布密度は 外水路部に 貧 し く ， 毛湖盆 に於て 富むが ， 重 量 は却 つ て 前者 に 多 く ，
282・2

　　　9，

！m
・

（脱殼重 量 7091m ！

’
）を衡 り ， 後者で は 5．99 ！m1 （脱殼重量 3・5　gXmL

’

）に 過 ぎなv
。 之

　　　は湧洞 沼 の 場合 と同樣 に前者に 於け る Coriie，u ’

α の 多産 に 依 る 。 　　　　
’

　　4． 底棲動物に 依 る湖 沼標 式 は何れ も 衄 011usca 一籀 廊 型 で ， 蠏 猫 沼は 伽 み伽 Zα 一伽 履 ゐ
脚

“　 亜 型 ， 湧洞沼及 び長節沼 は   アゐ蜘 1α 一1脆 ω η乙α 亜型 に屬 す る 。 生 物 の 生 産の 程度は 何 れ も宮榮

　
『
養 湖 と考 へ られ ， 前 者で は湖水 の 腐植榮養化 の 爲淺 き海岸湖 と して はむ しろ少 ない が ， 律者め

　　2 湖ば ， 充分 高鹹なる爲 多少の 腐植 水の 流 入 も生産を非調和 分 な ら しむ る ｝とは至 らな い ・
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